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このソフトウェア（以下、本ソフトウェア）は、「スキノス発汗計」などのハードウェアから得られる発

汗データの他、生理信号、センサ信号等を収録・解析するソフトウェアです。 

本書では、ソフトウェアのインストール方法と、表示・解析機能について説明します。 

なお、本書に記載した機能は、このソフトウェアに搭載されている全ての機能について記載しています

が、製品バージョンによっては使用できない機能もございます。 

 

 

  

概要とインストール① はじめに 
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■手順 1. インストール CD を挿入する。 

対象の PCにインストール CD を挿入します。 

 

■手順 2. インストーラー起動 

インストール CD 内、￥AnalogRecorderPro_VerXXX ￥ Setup.exeをダブルクリックします。 

 

 

 

■手順 3. ソフトウェアのインストール 
ソフトウェアをインストールします。「開始」をクリックし、指示にしたがってソフトウェアをインスト

ールします。 

 

 

 

  

概要とインストール② インストール方法 
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■対象機種について 

USB シリアルタイプの機種は以下の通りです。デジタル出力機能を搭載する多くの機器が、USB シリ

アルタイプに該当します。 

l 発汗計 SKN-2000 

l 発汗計 SMN-1000 シリーズ 

l 皮膚電位計 SPN-02 シリーズ 

l 記録解析システムMOD-002 シリーズ 

l 特注製品（詳細は機器に付属の説明書をご確認ください。） 

 

■手順 A-１. 接続方法 

接続方法やドライバのインストール方法の詳細は、各機器の取扱説明書をご参照ください。  

 

■手順 A-2. ハードウェアの接続、および状態確認手順 

① AD 変換タイプの機器を、PCの USBポートに接続します。 

② デバイスマネージャーを開きます。Windows10以降の場合、タスクバー中央または左側のスター

トアイコンを右クリックし、表示されるメニューから“デバイスマネージャー（M）”を選択します。 

③ “ポート（COMと LPT）”の中に、機器を接続しているシリアルポートや、USB-シリアル変換ケ

ーブルを使用している場合はその名称（USB Serial Port(COMx)）、機器個別の名称”CP210x USB 

to UART Bridge(COMx) など”があることを確認します。COMポートの番号（COMx）は、ソ

フトウェアの設定で必要になります。 

【ご注意】本ソフトウェアで使用可能な USB シリアルポートは、COM1、COM2 を除く USB シ

リアルポートです。使用するポートの番号がCOM1もしくは COM2 となっている場合、COMの

設定を変更してください。USB Serial Port(COMx)をダブルクリックし、ポートの設定→詳細設定

で表示される詳細設定画面でポート番号の変更ができます。 

   

 

収録編 I 収録の準備と収録画面の表示（USB シリアルタイプ） 
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■手順 A-3. ソフトウェアの起動とポートの設定 

① 以下のアイコンをダブルクリックしてソフトウェアを起動します。起動する前に、PCと機器の接続

を確認してください。 

 

② “Config – USB シリアルポート設定”を選択します。 

 

③ USB シリアルポート設定のプルダウンから「手順 A-2」で確認した COMポート番号を選択し、<

接続><入力>チェックをクリックします。接続が正しく行われ、機器が正常に動作している場合、（使

用可）の表示になります。正常に動作しない場合、以下を確認してください。 

l 使用不可：COMポートが存在しません。ポートの選択が間違っている可能性があります。なお、

「手順 A-2」で確認した COMポートを指定しているのにも関わらず使用不可となる場合は、

PCを再起動してください。 

l データ受信不可：機器の電源が入っていないか、別の入力機器のポートを指定している可能性

があります。 

 

 

■手順 B-4. 発汗波形収録画面 

収録メニューから“発汗波形収録（USB シリアル）”を選択すると、発汗波形収録画面（シングルグラフ

の収録画面）が表示されます。シングルグラフでは、1つのグラフに複数チャンネルの波形が重ね書で表

示されます。 

     

                       発汗波形収録画面 
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■対象機種について 

AD 変換タイプの機種は以下の通りです。 

l MSD シリーズ 

l 特注製品（詳細は機器に付属の説明書をご確認ください。） 

 

■手順 B-１. 接続方法 

接続方法及びドライバのインストール方法の詳細は、各機器の取扱説明書をご参照ください。 

付属の CD に収録されているドライバソフトウェアを起動することでインストールが実行されます。 

ドライバの例（Windows10 の場合）： 

アナログ入出力用ドライバ API-AIO(WDM) \ INF \WDM \ Aio_forWin10 

 

■手順 B-2. ハードウェアの接続、および状態確認手順 

① AD 変換タイプの機器を、PCの USBポートに接続します。 

② デバイスマネージャーを開きます。Windows10以降の場合、タスクバー中央または左側のスター

トアイコンを右クリックし、表示されるメニューから“デバイスマネージャー（M）”を選択します。 

③ デバイスマネージャーの中に、“CONTEC Devices –(任意の品名)”AIO00x””があることを確認

し、ダブルクリックします。 

 

④ プロパティ – 共通設定を選択し、診断をクリックします。しばらくすると、以下の画面が表示され

ます。この画面が表示される場合、ドライバのインストールが正しく行われ、機器が正しく接続され

ています。もし、正常に動作しない場合は、機器と PCの接続を確認してください。また、PCを再

起動してください。 

 

収録編Ⅱ 収録の準備と収録画面の表示（AD 変換タイプ） 
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■手順 B-3. ソフトウェアの起動 

① 以下のアイコンをダブルクリックしてソフトウェアを起動します。起動する前に、PCと機器の接続

を確認してください。 

 

② 機器接続状態を確認します。“Config – AD ボード情報”を選択すると、AD ボード情報が表示され

ます。AD ボード情報のデバイス欄にデバイスマネージャで確認したデバイス名（“AIO00x”）が

表示されていることを確認してください。AD ボード未実装（使用不可）と表示される場合は、ハー

ドウェアの接続状態を確認してください。 

 

 

■手順 B-4. 波形の表示・収録画面 

収録メニューから“アナログ波形収録（AD 変換）”または、“発汗波形収録（AD 変換）”を選択します。 

l “アナログ波形収録（AD 変換）”を選択した場合：マルチグラフの収録画面が表示されます。マル

チグラフでは、チャンネル毎に 1つのグラフが表示されます。 

l “発汗波形収録（AD 変換）”を選択した場合：シングルグラフの収録画面が表示されます。シング

ルグラフでは、1つのグラフに複数チャンネルの波形が重ね書で表示されます。 

 

  

左：アナログ波形収録画面（“アナログ波形収録（AD 変換）”選択時） 

右：発汗波形収録画面（“発汗波形収録（AD 変換）”選択時） 

  



 12 

 

■収録条件の設定と設定画面の表示 

収録条件では、以下の項目を設定できます。 

l 入力チャンネル数 

l 各チャンネルのチャンネル名および表示単位 ※ 

l サンプリング周期 

l 収録時グラフ表示時間幅 

l 収録時間 

l 実験コメント 

※発汗波形収録画面と、アナログ波形収録画面は、設定でき項目が 機器のタイプについては、8〜11ページをご参照

ください。） 

 

収録条件を設定するためには、収録画面上部のメニューから「収録条件」をクリックします。 

 

 

■収録条件(基本設定) 

「収録条件」クリックすると、収録条件の設定画面が表示されます。設定を保存するには、「OK」をク

リックして設定画面を閉じます。“発汗波形収録画面”（USB シリアル変換タイプ、AD 変換タイプ）

と、“アナログ波形収録画面”（AD 変換タイプの機器をご利用の場合に限る）では、設定できる項目に

違いがあります。機器のタイプについては、8〜11ページをご参照ください。 

 

発汗波形収録画面における収録条件設定画面 

収録編Ⅲ 収録条件の設定 

（ア） 

（イ） 

（エ） 

（ウ） 

（オ） 
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アナログ波形収録画面における収録条件設定画面 

 

（ア）使用する入力チャンネルを設定する。 

l 発汗波形収録画面の場合： 

入力チャンネル数をプルダウンから選択します。チャンネル数を選択すると、選択チャンネル分の入

力 CH欄にチェックが入ります。 

l アナログ波形収録画面の場合： 

使用するチャンネルについて、入力 CH欄にチェックを入れます。 

 

（イ）各チャンネルの名称と単位を設定する。 

各チャンネルに名前をつける場合は、「チャンネル名」の欄に名称を入力します。チャンネル名は収録

中および収録後に表示されるグラフの左端に記載されます。 

l 発汗波形収録画面の場合： 

発汗量の単位（mg/min）または、電圧の単位（V）を選択します。単位は収録中および収録後に表示

されるグラフの左端上部に記載されます。 

l アナログ波形収録画面の場合： 

各チャンネル毎、単位を設定する場合には、「単位」の欄に入力します。単位は収録中および収録後に

表示されるグラフの左端上部に記載されます。 

 

（エ）サンプリング周期と収録時グラフ表示時間幅を変更する。 

サンプリング周期を変更するには、「サンプリング周波数」のプルダウンから変更します。サンプリン

グ周波数は、サンプリング周期の逆数です。例えば、サンプリング周波数 10Hzは、0.1秒秒毎に 1

データを取得することを意味しています。収録時のグラフ表示について時間幅を変更するには、「モニ

ター時間幅」のプルダウンメニューから変更します。「サンプリング周波数」や「モニター時間幅」は

（ア） 

（イ） 

（ウ） 

（エ） 

（オ） 
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接続する機器の仕様によって制限されます。USB シリアル変換タイプの機器のサンプリング周波数の

最大値は、10Hzです。 

 

（オ）収録時間を設定する。タイマー設定する。 

収録時間は、収録開始から自動的に収録を停止するまでの時間です。これを設定することによりタイマ

ーとして機能します。「時間」「分」「秒」の各欄を変更してください。なお、タイマー設定をせず、手

動で収録を停止する場合は、「最大収録時間」に記載された時間を入力し、収録中に手動で停止操作を

行います。最大収録時間は、連続収録が可能な最長の時間を示し、その値は「サンプリング周波数」の

設定に依存します。 

 

（カ）収録条件を保存する。収録条件を読込む。 

（ア）〜（エ）で設定した収録条件を保存することができます。設定後、「収録条件パラメータ」の

「保存」をクリックし、分かりやすい名前をつけて保存します。また、保存した収録条件で再度計測を

行う場合は、保存した収録条件を読み込みます。収録条件を読み込む場合は、「読込」をクリックし、

再度計測を行う収録条件を選択します。 

※ 発汗波形収録画面では、チャンネル名のみ保存されます。 

 

■キャリブレーションの変更 

収録時にキャリブレーションの変更はできません。 

 

■実験コメントの作成 

「実験コメント」のタブをクリックすると、設定画面が表示されます。設定を保存するには、「OK」を

クリックして設定画面を閉じます。 

 

（カ）実験コメントを記録する。 

実験コメントを記録すると、ここに記載した情報が収録データとともに保存されます。 

実験No、日付、時刻、実験者、コメント等任意に記入します。 
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■表示条件の設定と設定画面の表示 

 

表示条件では、測定中に表示されるグラフについて、以下の項目を設定できます。 

l グラフ表示するチャンネルの選択 

l グラフ Y軸の表示幅の設定 

l チャンネル毎のグラフ表示色やグリッドなどの調整 

 

 

ツールバー「表示条件」をクリックすると、表示条件の設定画面が表示されます。 

 

 

① 全チャンネルスケール・目盛幅設定 

全チャンネルに同じスケール幅を設定します。 

② スケール幅（チャンネルごと） 

スケール幅および目盛幅を、設定・表示します。 

③ グラフ枠設定 

11⑨14 ⑩

⑧

12 15

16 1819

21

22

13

17

20

収録編Ⅳ 表示条件の設定 
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グラフ枠の表示 / 非表示を切り替えます。 

④ 時間軸グリッド設定 

グラフの時間軸グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。 

⑤ 目盛幅（チャンネルごと） 

グラフの目盛幅を設定・表示します。 

⑥ 縦軸グリッド設定 

全チャンネルの縦軸グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。 

⑦ 各チャンネルグリッド 

各チャンネルの縦軸グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。 

⑧ 各チャンネルグラフ色 

各チャンネルのグラフ色を設定します。 

⑨ グラフ色編集設定 

グラフ色編集を行う場合場合、選択します。 

⑩ グループ色設定 

グループ色を設定します。 

⑪ 初期値グラフ色 

初期値のグラフ色を初期値に設定します。 

⑫ 全チャンネル同一色設定 

全チャンネルに同一色を設定します。 

⑬ 表示条件の保存、読み込み 

㉑   実行 

     設定を波形表示画面に反映します。 

㉒   中止 

     設定を中止します。中止した場合、ここで変更された設定は波形表示画面に反映されません。 

 

（ア）全チャンネルを同じスケール幅、縦軸目盛幅に変更する。 

操作：⑧全チャンネルスケール・目盛幅設定 

表示条件設定画面の「スケール値設定」に数値を入力します。「セット」をクリックすると、各チャンネ

ルのスケール幅、目盛幅に反映されます。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 
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（イ）チャンネルごと手動でスケール幅、縦軸目盛幅を変更する。 

操作：⑨スケール幅 ⑫目盛幅 

各チャンネルのスケール幅、目盛幅に数値を入力します。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

（ウ）グラフ枠を表示する。 

操作：⑩グラフ枠設定 

「グラフ枠描画」にチェックを入れるとグラフ枠が表示されます。チェックを外すとグラフ枠が非表示

になります。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 
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（エ）時間軸グリッドを表示する。 

操作：⑪時間軸グリッド設定 

「時間グリッド表示」にチェックを入れると時間軸グリッドが表示されます。チェックを外すと時間軸

グリッドが非表示になります。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

 

（オ）全チャンネルの縦軸グリッドを表示する。 

操作：⑬縦軸グリッド設定 

「グリッド」の「全 CH セット」をクリックすると、各チャンネルグリッド表示の全チャンネルにチェ

ックが入ります。「全チ CHリセット」をクリックすると、各チャンネルグリッド表示の全チャンネルの
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チェックが外れます。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

 

 

（カ）チャンネルごと手動で縦軸グリッドを表示する。 

操作：⑭各チャンネルグリッド 

縦軸グリッドを表示するチャンネルは、各チャンネルグリッド表示のチェックを入れ、表示しないチャ

ンネルはチェックを外します。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 
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（キ）チャンネルごと任意のグラフ色を設定する。 

操作：⑮各チャンネルグラフ色 

 各チャンネルのグラフ色を変更します。チャンネルごと任意のグラフ色を設定するには、まず、「オリ

ジナルカラー作成」をクリックしONにします。その状態で、設定したいチャンネルの「CHカラー」を

クリックします。「色の設定」から任意の色を選択し、「OK」をクリックします。「CHカラー」が変更さ

れたことを確認します。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

（ク）グループ色を設定する。 

操作：⑰グループ色設定 
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複数のチャンネルに同じグラフ色を適用する際、グループ色を使用することで、設定が簡単になります。

グループ色を設定するには、まず、「オリジナルカラー作成」をクリックし ON にします。その状態で、

「チャンネル描画カラー選択」の「描画カラー」をクリックします。「色の設定」から任意の色を選択し、

「OK」をクリックします。「描画カラー」が変更されたことを確認します。 

 

 

 

（ケ）各チャンネルのグラフ色にグループ色を適用する。 

操作：⑰グループ色設定 

 「（セ）グループ色を設定する。」に続き、グループ色を各チャンネルのグラフ色に適用します。 

まず、「オリジナルカラー作成」をクリックし OFF にします。設定したグループ色の「選択ボタン」を

ON にした状態で、グループ色を適用したいチャンネルの「CH カラー」をクリックします。「選択ボタ

ン」をONにした状態を維持し、複数の「CHカラー」をクリックすれば、連続してグループ色を適用で

きます。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 
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（コ）全チャンネルのグラフ色を初期値に設定する。 

操作：⑱初期値グラフ色 

 全チャンネルのグラフ色を初期値に設定するには、「全 CHカラー初期値設定」をクリックします。 

「CHカラー」が初期値に設定されます。 

 表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場

合は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

（サ）全チャンネルのグラフ色を同一色に設定する。 

操作：⑲全チャンネル同一色設定 

まず、「オリジナルカラー作成」をクリックしONにします。その状態で、「全 CH同一カラー設定」を

クリックします。「色の設定」から任意の色を選択し、「OK」をクリックします。「CHカラー」が変更さ



 23 

れたことを確認します。 

 表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場

合は、「中止」をクリックして終了します。 
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イベント登録では、収録中の任意タイミングで入力するイベント（コメント）を設定します。 

 

イベントを登録するためには、画面上部のメニューから「イベント登録」をクリックします。 

 

 

■イベントコメントの登録 

「イベント登録」クリックすると、設定画面が表示されます。 

 

 

（ア）イベントコメントを登録する。 

No1〜No8 の欄に登録したいイベントコメントの内容を入力します。入力できる文字数は、英数字 16

字以内、漢字 8文字以内です。 

収録中イベントコメントを入力する場合は、入力したいタイミングでキーボードのファンクションキー

[F1]〜[F8]を押します。ファンクションキー[F1]〜[F8]は、登録したイベントコメントのNo1〜

No8 に対応します。例えば、登録したイベントコメントNo1 を入力する場合、ファンクションキー

[F1]を押します。 

 

 

収録編Ⅴ イベント登録 

（ア） 

（イ） 

（ウ） 
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（イ）収録中のイベントの表示方法を変更する。 

収録中にイベントコメントを入力した場合の表示方法を設定します。表示方法は、記号、記号+ライ

ン、登録したイベントコメント+ライン、登録したイベントコメント+目盛線から選択してください。ま

た、ラインの色も変更することができます。 

 

（ウ）登録したイベントコメントを保存する。保存したイベントコメントを読込む。 

登録したイベントコメントを次回以降使用する場合は、「コメント<保存>」をクリックし、分かりやすい

名前をつけて保存します。保存したイベントコメントを読込む場合は、「コメント<読込>」をクリック

し、読み込みたい登録情報を読み込みます。 
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次の手順でデータ収録を行います。 

発汗波形収録画面、アナログ波形収録画面とも操作手順は同じです。 

 

（ア）データ収録を開始する。 

① メニューから「モニター」をクリックします。 

 

② データがグラフとして表示されます（③を実施するまで、データの収録は行われません）。 

③ 収録を開始するタイミングで、「開始」をクリックします。 

 

④ データが再描写され、収録が開始されます。 

⑤ イベントコメントを入力する場合は、登録したイベントコメントに対応するファンクションキー

（[F1]〜[F8]）を押します。 

 

【収録中の表示調整について（発汗波形収録画面に限る）】 

発汗波形収録画面では、収録中に Y軸レンジ調整などの操作が可能です。 

 

収録編Ⅵ データ収録の開始 

（A） 

（B） （C） （D） 
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（A）Y軸の表示範囲の最大値を変更します。▲▼を押して調整します。 

（B）Y軸の表示範囲の最小値を変更します。▲▼を押して調整します。 

（C）イベントコメントを設定します。▲▼を押して、追加するイベントコメントを選択し、“イベント

設定”ボタンを押して挿入します。“イベントコメント削除”を押すと、直前のコメントを削除でき

ます。コメントの表示方法の変更もできます。 

（D）表示するチャンネルを選択します。 

 

（イ）データ収録を終了する。収録データを保存する。 

⑥ データ収録を終了するには、「中止」をクリックします。なお、収録条件で設定した収録時間が経

過すると、自動的に収録が停止します。 

 

 

⑦ データ収録が終了されると、収録データの保存を確認するメッセージが表示されます。保存する場

合は、「はい」をクリックします。 

⑧ 任意の保存先に、任意のファイル名をつけて保存します。 

 

⑨ ⑦〜⑧の手順で保存ができなかった場合、メニュー画面の「波形保存」をクリックしてファイルを

保存してください。 

【ご注意】保存する前に、「終了」や「モニター」を押すと、データは保存されず消去されます。 
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（ウ）収録を終了する。 

収録を終了するには、メニューの「終了」をクリックします。 
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■手順 1. ソフトウェアの起動 

以下のアイコンをダブルクリックします。 

 

 

■手順 2. 波形の表示画面 

メニューから表示画面を選択します。 

 

 

波形の表示画面が表示されます。 

 

  

解析編 1. ソフトウェアの起動・収録画面の表示 
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■手順３. 波形読込（ファイルを開く） 

保存されている波形ファイルを開きます。本ソフトウェアが開くことのできるファイルは以下の 2 種類

です。 

・AnalogRecorderバイナリ形式（拡張子：.WAD） 

・発汗計測システムMOD-002 形式（拡張子：.csv もしくは.txt） 

※ 本ソフトウェアは、発汗計測システムMOD-002 形式（スキノス発汗計やスキノス記録解析システ

ムに接続された PCで収録した波形）の波形ファイルを開くことができます。 

※ 発汗計測システム MOD-002 形式の波形について、本ソフトウェアで波形処理や解析を行った後、

ファイルの保存は、AnalogRecorderバイナリ形式で保存されます。 

 

    

 

（ア）波形読込 

AnalogRecorderバイナリ形式のファイルを読み込みます。 

ファイル→波形読込 を選択後、読込を行うファイルを選択します。 

 

（イ）発汗計収録ファイルの読込 

発汗計測システムMOD-002 形式のファイルを読み込みます。 

ファイル→＜発汗計：MOD-002 形式＞テキストファイル読込を選択後、読込を行うファイルを選択し

ます。 

 

  

(ア)
(イ)

解析編 2. ファイル操作–波形読込 
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■手順 4. 波形を閲覧する。 

波形読込を行うと波形表示画面が表示され、波形の閲覧ができます。 

この画面で波形を閲覧し、解析や演算処理などができます。 

 

 

■手順 5. 表示機能、演算機能、解析機能を使用する。 

 波形の表示機能や、波形の編集機能、解析機能等について、６項以降の各機能説明も合わせてご参照く

ださい。 

 

  

解析編 3. 波形の閲覧 
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■波形表示画面で操作する波形表示機能 

【概要】 

波形表示画面で操作する波形表示機能の概要をまとめます。 

 

 

① グラフ表示の切り替え 

1 グラフに複数チャンネル波形を表示するか、複数グラフに１チャンネル波形づつ表示するか選択

することができます。 

② 表示チャンネルの選択 

チャンネル毎に表示の ON/OFF を選択します。表示したいチャンネルのみ表示することができま

す。 

③ 一定間隔スクロール 

グラフを一定間隔でスクロールします。 

④ 任意スクロール 

グラフを任意にスクロールします。 

⑤ 全収録時間表示 

収録時間全体の波形を 1 画面に表示します。 

 

① ② ④

③

⑤

解析編 4．表示機能 
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（ア）グラフ表示を切り替える。 

 操作：①グラフ表示の切り替え 

1 グラフに複数チャンネル波形を表示するか、複数グラフに１チャンネル波形づつ表示するか選択する

ことができます。例えば、表示波形の全チャンネルが発汗データの場合は一つの座標系で表示できるた

め、１グラフに複数波形を表示することができます。「①グラフ表示の切り替え」チェックボックスを選

択して表示を切り替えます。 

l 複数座標 ・・・・ 複数グラフに１チャンネル波形づつ表示 

l 発汗座標 ・・・・ 1 グラフに複数チャンネル波形を表示 

 

 

（イ）表示するチャンネルを変更する。 

 操作：②表示チャンネルの選択 

チャンネル毎に表示のON/OFFを選択します。表示したいチャンネルのみ表示することができます。 

l ALL : クリックで全て表示します。 

l 1、2、３などの数字：クリックで各チャンネルの表示ON/OFFを切り替えます。 

 

 

（ウ）グラフを一定間隔でスクロールする。 

 操作：③一定間隔スクロール 

 現在表示されている波形の時間長を１頁とし、１頁分波形の表示位置を移動したり、1/4 頁づつ表示位

置を移動したりすることができます。 

複数座標発汗座標
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表示波形の時間軸は常に 00:00 から開始されます。 

スクロールを行うと、画面左下に実際のデータの時間軸における表示波形の始点時間が表示されます。 

 

 

（エ）グラフを任意にスクロールする。 

 操作：④任意スクロール 

スクロールバーをドラッグして、波形をスクロールできます。 

 

 

（オ）全収録時間全体の波形を表示する。 

 操作：⑤全収録時間表示 

「全収録時間表示」をクリックすると、「表示時間幅」が全収録時間となり、収録時間全体の波形が表示

されます。 

 

 

 

1/4頁

0h:0m:00.00s 0h:0m:30.00s

0h:0m:00.00s 0h:1m:00.00s

0h:1m:30.00s

実際のデータの時間軸

表示波形の時間軸
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■ツールバーで操作する波形表示機能 

【概要】 

ツールバーで操作する波形表示機能の概要をまとめます。 

 

 

⑥ 表示時間幅 

時間幅を変更します。 

⑦ オートスケール 

縦軸の幅（スケール）を自動調整します。 

⑧ 表示条件 

表示条件を設定します。 

 

（カ）表示時間幅を変更する。 

 操作：⑤表示時間幅 

ツールバーの⑤表示時間幅をクリックします。 

目的にあった表示時間幅を選択しクリックします。時間幅の変更をしない場合は、中止をクリックしま

す。 

 

 

 

 

⑤ ⑥ ⑦ ツールバー
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（キ）自動で縦軸スケールを変更する（オートスケール） 

操作：⑥オートスケール 

ツールバーの⑥オートスケールをクリックすると、波形の最大値、最小値を認識し、設定された適切な大

きさになるよう、縦軸の幅（スケール）を自動調整します。 

l 大きさの変更 

オートスケール機能で調整する波形の大きさを設定します。波形表示画面右上、オートスケールの

プルダウンから目的に合った大きさを選択します。 

例） 100%と設定した場合：波形の幅がグラフの幅の 100%となるように調整します。 

     200%と設定した場合：波形の幅がグラフの幅の 200%となるように調整します。 

   すなわち、波形の幅はグラフ幅の 1/2 になります。 

 選択後、ツールバーの⑥オートスケールをクリックするとオートスケールが実行されます。 

l オートスケールを実行するチャンネルを選択する。 

オートスケールを実行したくないチャンネルがある場合、波形表示画面右上、チャンネル設定をク

リックし、各チャンネルの実行/非実行を切り替えます。 

 

 

 

 

■ツールバー「表示条件」で操作する波形表示機能 

【概要】 

ツールバー「表示条件」で操作する波形表示機能の概要をまとめます。 

ツールバー「表示条件」をクリックすると、表示条件の設定画面が表示されます。 

100% 200%



 37 

 

⑨ 全チャンネルスケール・目盛幅設定 

全チャンネルに同じスケール幅を設定します。 

⑩ スケール幅（チャンネルごと） 

スケール幅および目盛幅を、設定・表示します。 

⑪ グラフ枠設定 

グラフ枠の表示 / 非表示を切り替えます。 

⑫ 時間軸グリッド設定 

グラフの時間軸グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。 

⑬ 目盛幅（チャンネルごと） 

グラフの目盛幅を設定・表示します。 

⑭ 縦軸グリッド設定 

全チャンネルの縦軸グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。 

⑮ 各チャンネルグリッド 

各チャンネルの縦軸グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。 

⑯ 各チャンネルグラフ色 

各チャンネルのグラフ色を設定します。 

⑰ グラフ色編集設定 

グラフ色編集を行う場合場合、選択します。 

⑱ グループ色設定 

グループ色を設定します。 

11⑨14 ⑩

⑧

12 15

16 1819

21

22

13

17

20
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⑲ 初期値グラフ色 

初期値のグラフ色を初期値に設定します。 

⑳ 全チャンネル同一色設定 

全チャンネルに同一色を設定します。 

21 表示条件の保存、読み込み 

㉑   実行 

     設定を波形表示画面に反映します。 

㉒   中止 

     設定を中止します。中止した場合、ここで変更された設定は波形表示画面に反映されません。 

 

（ク）全チャンネルを同じスケール幅、縦軸目盛幅に変更する。 

操作：⑧全チャンネルスケール・目盛幅設定 

表示条件設定画面の「スケール値設定」に数値を入力します。「セット」をクリックすると、各チャンネ

ルのスケール幅、目盛幅に反映されます。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

（ケ）チャンネルごと手動でスケール幅、縦軸目盛幅を変更する。 

操作：⑨スケール幅 ⑫目盛幅 

各チャンネルのスケール幅、目盛幅に数値を入力します。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 
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（コ）グラフ枠を表示する。 

操作：⑩グラフ枠設定 

「グラフ枠描画」にチェックを入れるとグラフ枠が表示されます。チェックを外すとグラフ枠が非表示

になります。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

（サ）時間軸グリッドを表示する。 

操作：⑪時間軸グリッド設定 

「時間グリッド表示」にチェックを入れると時間軸グリッドが表示されます。チェックを外すと時間軸

グリッドが非表示になります。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 
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（シ）全チャンネルの縦軸グリッドを表示する。 

操作：⑬縦軸グリッド設定 

「グリッド」の「全 CH セット」をクリックすると、各チャンネルグリッド表示の全チャンネルにチェ

ックが入ります。「全チ CHリセット」をクリックすると、各チャンネルグリッド表示の全チャンネルの

チェックが外れます。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 
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（ス）チャンネルごと手動で縦軸グリッドを表示する。 

操作：⑭各チャンネルグリッド 

縦軸グリッドを表示するチャンネルは、各チャンネルグリッド表示のチェックを入れ、表示しないチャ

ンネルはチェックを外します。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

（セ）チャンネルごと任意のグラフ色を設定する。 

操作：⑮各チャンネルグラフ色 

 各チャンネルのグラフ色を変更します。チャンネルごと任意のグラフ色を設定するには、まず、「オリ

ジナルカラー作成」をクリックしONにします。その状態で、設定したいチャンネルの「CHカラー」を

クリックします。「色の設定」から任意の色を選択し、「OK」をクリックします。「CHカラー」が変更さ

れたことを確認します。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 
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（ソ）グループ色を設定する。 

操作：⑰グループ色設定 

複数のチャンネルに同じグラフ色を適用する際、グループ色を使用することで、設定が簡単になります。

グループ色を設定するには、まず、「オリジナルカラー作成」をクリックし ON にします。その状態で、

「チャンネル描画カラー選択」の「描画カラー」をクリックします。「色の設定」から任意の色を選択し、

「OK」をクリックします。「描画カラー」が変更されたことを確認します。 

 

 

 

（タ）各チャンネルのグラフ色にグループ色を適用する。 

操作：⑰グループ色設定 

 「（セ）グループ色を設定する。」に続き、グループ色を各チャンネルのグラフ色に適用します。 

まず、「オリジナルカラー作成」をクリックし OFF にします。設定したグループ色の「選択ボタン」を
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ON にした状態で、グループ色を適用したいチャンネルの「CH カラー」をクリックします。「選択ボタ

ン」をONにした状態を維持し、複数の「CHカラー」をクリックすれば、連続してグループ色を適用で

きます。 

表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場合

は、「中止」をクリックして終了します。 

 

 

 

（チ）全チャンネルのグラフ色を初期値に設定する。 

操作：⑱初期値グラフ色 

 全チャンネルのグラフ色を初期値に設定するには、「全 CHカラー初期値設定」をクリックします。 

「CHカラー」が初期値に設定されます。 

 表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場

合は、「中止」をクリックして終了します。 
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（ツ）全チャンネルのグラフ色を同一色に設定する。 

操作：⑲全チャンネル同一色設定 

まず、「オリジナルカラー作成」をクリックしONにします。その状態で、「全 CH同一カラー設定」を

クリックします。「色の設定」から任意の色を選択し、「OK」をクリックします。「CHカラー」が変更さ

れたことを確認します。 

 表示グラフに反映する場合は、「実行」をクリックして終了します。表示グラフに反映せず終了する場

合は、「中止」をクリックして終了します。 
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■収録条件の設定と設定画面の表示 

 

収録条件では、以下の項目を設定できます。 

l 各チャンネルのチャンネル名および表示単位 

l キャリブレーション 

l 実験コメント 

 

収録条件を設定するためには、画面上部のメニューから「収録条件」をクリックします。 

 

 

■収録条件(基本設定) 

「収録条件」クリックし、すると、収録条件の設定画面が表示されます。設定を保存するには、「OK」

をクリックして設定画面を閉じます。 

 

 

（ア）各チャンネルの名称と単位を設定する。 

各チャンネルに名前をつける場合は、「チャンネル名」の欄に名称を入力します。チャンネル名は収録

中および収録後に表示されるグラフの左端に記載されます。 

解析編 5．収録条件の編集 

（ア） 
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各チャンネル毎、単位を設定する場合には、「単位」の欄に入力します。単位は収録中および収録後に

表示されるグラフの左端上部に記載されます。 

※ この機能は、AD 変換タイプのみ有効です。 

 

■キャリブレーションの変更 

「キャリブレーション」のタブをクリックすると、設定画面が表示されます。設定を保存するには、

「OK」をクリックして設定画面を閉じます。 

 

 

 

（イ）収録データのキャリブレーションを変更する。 

本機能を使用することにより、収録データを〇〇倍、あるいは〇〇分の 1 にしたり、収録データにオフ

セットを追加したりすることができます。設定のため、2対のデータを入力します。 

まず、P1（Origin）に原点を設定します。「CAL電圧」は入力信号の値を意味し、「スケール値」に

は、入力信号がその値であるときに収録される値を入力します。例えば、 

・[P1（Origin）] CAL電圧 = 0、スケール値 = 1 

とすると、入力信号が 0[V]の時に、1.000が収録されます。 

次に、P2（Terminus）に末端の値を入力します。例えば、 

・[P1（Origin）] CAL電圧 = 0、スケール値 = 1 

・[P2（Terminus）] CAL電圧 = 3.096、スケール値 = 4.096 

とすれば、実際の入力よりも、1.000高い値が収録されることになります。 

また、 

・[P1（Origin）] CAL電圧 = 0、スケール値 = 0 

・[P2（Terminus）] CAL電圧 = 4.096、スケール値 = 2.048 
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とすれば、実際の入力に対して、0.5倍の値が収録され、 

・[P1（Origin）] CAL電圧 = 0、スケール値 = 1 

・[P2（Terminus）] CAL電圧 = 4.096、スケール値 = 3.048 

とすれば、実際の入力を 0.5倍し、1 を足した値が収録されます。 

 

（オ）キャリブレーション設定を保存する。キャリブレーション設定を読込む。 

（イ）の方法でキャリブレーション設定後、「ファイル」の「保存」をクリックし、分かりやすい名前

をつけて保存します。また、保存したキャリブレーション設定で再度計測を行う場合は、保存したキャ

リブレーション設定を読み込みます。「読込」をクリックし、再度計測を行うキャリブレーション設定

を選択します。 

 

■実験コメントの作成 

「実験コメント」のタブをクリックすると、設定画面が表示されます。設定を保存するには、「OK」を

クリックして設定画面を閉じます。 

 

（エ）実験コメントを記録する。 

実験コメントを記録すると、ここに記載した情報が収録データとともに保存されます。 

実験No、日付、時刻、実験者、コメント等任意に記入します。 
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■数値表示機能 

【概要】 

数値表示機能の概要をまとめます。 

 

① 数値表示エリア 

各チャンネルの瞬時値等の数値が表示されます。数値を表示するには、「サーチカーソル」もしくは

「２本カーソル」を表示します。 

② サーチカーソル表示 

サーチカーソル（1 本カーソル）を表示・非表示します。 

③ ２本カーソル表示 

2 本カーソルを表示・非表示します。 

④ カーソル 

グラフ上を移動できるカーソルです。カーソルを移動するには上部の↓をドラッグします。 

 

（ア）カーソルを操作し、瞬時値を表示する。 

 瞬時値を表示するには、ツールバーの「サーチカーソル」をクリックし、カーソルを表示します。カー

ソルを表示すると、数値表示エリアにカーソル位置の瞬時値が表示されます。カーソル（↓）をドラッグ

して目的の位置に移動します。 

 

解析編 6．表示機能数値表示機能 
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（イ）2 点間の値の差を表示する。 

2 点間の値の差を表示するには、ツールバーの「2 本カーソル」をクリックし、カーソルを表示します。

カーソルを表示すると、数値表示エリアにカーソル位置の瞬時値の差が表示されます。カーソル（↓）を

ドラッグして目的の位置に移動します。 
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■平均・最大・面積算出機能 

指定範囲の平均・最大・面積（積分値）を算出する機能について概要をまとめます。 

 

 

 

① 指標（平均、最大、面積）算出 

指定範囲の平均・最大・面積を算出します。 

 

（ア）範囲を指定して、指標（平均・最大・面積）を算出する（指標算出機能）。 

まず、指標を算出したいチャンネルを表示しておきます。 

ツールバーの「演算処理」→「指標（平均、最大、面積）算出」をクリックすると、指標算出画面が表示

されます。 

 

その状態で、ツールバーの「2 本カーソル」をクリックし、カーソルを表示します。 

カーソルの↓をドロップし、指標演算を行う範囲を指定します。 

2 本のカーソルで範囲を指定したら、指標算出画面の「指標算出」をクリックします。表示中のチャンネ

ルについて、指定範囲の平均値・最大値・面積値が算出され、指標算出画面に入力されます。 

続けて、ツールバーの「2 本カーソル」をクリックして、別の範囲の指標を算出することもできます。 

 

①

解析編 7．平均・最大・面積算出機能 
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また、範囲を削除する場合は、該当するNoの数字をクリックして選択した後、「選択削除」をクリック

します。指標算出画面ツールバー左端のカラーボタンをクリックして、算出範囲のライン色変更もでき

ます。 

 

 

（イ）算出した指標をテキスト形式で保存する（指標算出機能）。 

（ア）の方法で、必要な選択範囲の指標算出を全て行った後、指標算出画面に表示された指標をテキスト

形式で保存するには、「テキスト保存」をクリックします。保存先・ファイル名を指定して保存を実行し

てください。 

なお、保存するテキストにコメント等のヘッダを追加するには、「ヘッダ設定」をクリックし、ヘッダ情

報設定画面に必要事項を入力、「終了」してから、「テキスト保存」を行います。 

   

 



 52 

 

（ウ）積分波形を表示する（積分演算から面積値を算出する）。 

ツールバーの「演算処理」→「積分演算」をクリックします。 

「積分」画面が表示されます。積分波形を表示するチャンネルを選択します。 

積分値を表示する場合、積分タイプは「積分」とします。 

「実行」→「開始」をクリックします。 

選択したチャンネルが積分波形に変換されます。 

 

 

 

（エ）波形のコピーを作成して積分波形を表示する（積分演算から面積値を算出する）。 

（ウ）のように表示波形を積分波形に変換せず、表示波形と積分波形を同時に表示する場合は、表示波

形のコピーを作成し、コピーを積分波形に変換します。 例として、CH1 のグラフをコピーし、コピー

波形を積分波形に変換します。 

 「オプション」→「チャンネルの削除・追加」をクリックします。 

 「新規作成」画面が表示されます。「新規作成」画面の「作成」欄について、空きチャンネルにチェッ

クを入れます。 

「作成」→「はい」をクリックすると新しいグラフエリアが作成されます。 
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 新しく作成したグラフエリアに、グラフをコピーします。また、同時に表示波形の並び替えができま

す。 

「オプション」→「CH並び替え・CHコピー機能」を選択します。「チャンネル並び替え」画面が表示

されます。入力チャンネル（並び替え・コピー実行前）のチャンネル名を「並び替え CH」に入力します。

図の例では、表示波形の上から、 

（並び替え・コピー実行前のチャンネル名で）CH1 , CH1 , CH2 , CH3 , CH4 

のグラフが配置され、表示されます。 
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コピーされたチャンネルグラフを積分波形に変換します。 

（ウ）の操作と同様に、グラフがコピーされたチャンネル（図の例では、CH1 のデータがCH2 にコピ

ーされました）にチェックを入れ、積分タイプは「積分」とします。 

「実行」→「開始」をクリックします。 

 

 

 

（オ）指定区間の積分値を表示する（積分演算から面積値を算出する）。 

（ウ）（エ）で作成・表示した積分波形を使用し、指定区間の積分値を積分値を演算表示します。「2 本カ

ーソル」をクリック、2 本カーソルを表示し、積分値を求めたい範囲を指定します。 

数値表示エリアに指定区間の積分値が表示されます。 
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■コメント機能 

【概要】 

コメント機能の概要をまとめます。 

 

 

① イベントコメント設定 

コメント内容の編集や表示方法を変更します。 

 

（ア）コメント内容を編集する。 

「オプション」→「イベントコメント編集」を選択すると、「イベントコメント登録」画面が表示されま

す。コメント内容を編集するには、各コメントのテキストを書き換え、「終了」をクリックします。波形

表示画面に反映されます。 

 

解析編 8．コメント機能 
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（イ）コメント表示方法の変更 

波形表示画面におけるコメント表示の方法を変更します。「イベントコメント登録」の「イベント描写タ

イプ」を変更することで、コメント表示の方法（コメント or記号、ラインの表示/非表示など）を変更す

ることができます。また、ラインの色を変更することもできます。変更を反映するには「終了」をクリッ

クします。 
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■波形・ファイルの保存、印刷 

【概要】 

波形・ファイルの保存、印刷機能の概要をまとめます。 

 

 

① 波形保存 

表示波形を独自データファイル形式（WAD 形式）で保存します。 

② 間引き波形保存 

データを間引き保存します。テキスト形式の間引き保存は、「テキスト保存」を使用します。 

③ テキスト保存 

頁全体やカーソル指定範囲のデータを Excel 等で展開可能なテキスト形式で保存します。データの

間引き保存も可能です。 

④ 画面保存 

表示画面を画像ファイル（BMP形式）で保存します。 

⑤ クリップボード保存 

表示画面の画像をクリップボードに保存します。パワーポイント等に直接貼り付けが可能です。 

⑥ 印刷 

表示画面を印刷します。 

解析編 9．波形・ファイルの保存、印刷 



 58 

 

（ア）波形データを独自データファイル形式で保存する。 

解析や編集を行った表示波形を独自データファイル形式（WAD 形式）で保存します。独自データ形式

で保存すると、波形データの全体が保存され、再度、波形の表示や解析・編集を行う際にスムーズに作業

を行えます。Excel 等で展開可能なテキスト形式で保存する場合は、「テキスト保存」を行います。 

 「ファイル」→「波形保存」を選択し、「名前をつけて保存」画面から、保存先、ファイル名を指定し

ます。 

 

 

（イ）頁範囲の波形データをテキスト形式で保存／間引き保存する。 

 現在表示中の波形データを Excel 等で展開可能なテキスト形式で保存します。まず、表示時間幅を調

整し、保存したい範囲を画面上に表示します。 

 「ファイル」→「テキスト保存」を選択すると、「テキスト書き込みタイプ選択」画面が表示されます。 

「テキスト書き込み範囲」の「頁全体」にチェックを入れます。 

「テキスト書き込みタイプ」を選択します。 

・ 「生波形」：元データのサンプリング周期のまま保存します。 

・ 「圧縮波形」：データ点数が 2,000 点以上の場合に、最大最小法により 2,000〜3,000

点に圧縮します。 

・ 「間引き波形」：表示波形のデータを指定された「間引き数」により、間引いて保存します。

「間引き数」は保存データとして採用しないデータ数を示します。例えば、「間引き数=9」

とした場合、保存データと保存データの間の 9個のデータを無視して波形データを作成し

ます。 

 「テキスト書き込み範囲」「テキスト書き込みタイプ」を選択した後、「書き込みへ」をクリックします。 

「名前をつけて保存」画面から、保存先、ファイル名を指定します。 

テキストファイルとして出力されるデータは、図のように、ヘッダデータ（10 行まで）とプロットNo

列、時間軸列、各チャンネルのデータ列から構成されます。 
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（ウ）指定範囲の波形データをテキスト形式で保存／間引き保存する。 

はじめに、「2 本カーソル」を表示し、テキスト保存したい範囲を指定します。カーソルを移動するには

上部の↓をドラッグします。 

「ファイル」→「テキスト保存」を選択すると、「テキスト書き込みタイプ選択」画面が表示されます。 

「テキスト書き込み範囲」の「カーソル指定範囲」にチェックを入れます。 

（イ）と同様に、「テキスト書き込みタイプ」を選択します。 

「書き込みへ」をクリックし、「名前をつけて保存」画面から、保存先、ファイル名を指定します。 
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（エ）表示波形を画像ファイルとして保存する。 

現在表示中の表示波形を画像ファイル（BMP）として保存します。まず、表示時間幅を調整し、保存し

たい範囲を画面上に表示します。 

「ファイル」→「画面保存」を選択し、「名前をつけて保存」画面から、保存先、ファイル名を指定しま

す。 

 

 

（オ）表示波形をコピーする（クリップボードに保存する）。 

表示波形をクリップボードに保存することで、現在表示中の表示波形を Word や PowerPoint などに、

簡単に貼り付けができます。まず、表示時間幅を調整し、保存したい範囲を画面上に表示します。 

「オプション」→「クリップボード保存（貼り付け用）」を選択します。 

 

 

（カ）波形を印刷する。 

表示波形を印刷します。まず、表示時間幅を調整し、保存したい範囲を画面上に表示します。 
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「ファイル」→「印刷」を選択して、印刷を実行します。 
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■ 演算処理機能 

【概要】 

表示波形に演算処理を施し、補正します。 

 

 

① スムージング演算 

指定チャンネルの表示波形全体に対し、スムージング演算処理によって高周波ノイズを除去します。 

② フィルター演算 

指定チャンネルの表示波形から、指定した高周波成分もしくは低周波成分を除去します。 

③ 微分演算 

指定チャンネルの表示波形について、微分波形に変換します。 

④ 積分演算 

指定チャンネルの表示波形について、積分波形に変換します。 

⑤ 定数四則演算 

指定チャンネルの表示波形全体に対し、定数四則演算を施します。 

 

 

（ア）表示波形のノイズを除去する（スムージング演算）。 

高周波ノイズが気になるチャンネルの表示波形に対し、スムージング演算を行うことでノイズが軽減さ

①
②

③
④

⑤

解析編 10. 演算処理機能 
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れます。 

 「演算処理」→「スムージング演算」を選択すると、処理画面が表示されます。演算処理を行うチャン

ネルと、スムージングタイプ、平滑化点数を設定し、処理実行をクリックします。 

平滑化点数が多いほど、高周波ノイズの軽減効果が高いですが、信号成分も鈍ります。 

なお、演算処理後は処理前に戻すことができませんので、後述の「（キ）表示波形をコピーしてから演算

処理を施す。」の通り、波形をコピーしてから処理を実行することを推奨します。 

 

 

 

（イ）表示波形から周波数成分をカットする（フィルター演算）。 

 スムージング演算は高周波ノイズを軽減するために使用されますが、特定の周波数成分をカットする

場合はフィルター演算を用います。「演算処理」→「フィルター演算」を選択すると、処理画面が表示さ

れます。演算処理を行うチャンネルと、フィルタタイプ（ローパスフィルタ、ハイパスフィルタ、ノッチ

フィルタ）、遮断周波数を設定し、処理実行をクリックします。 

なお、演算処理後は処理前に戻すことができませんので、後述の「（キ）表示波形をコピーしてから演

算処理を施す。」の通り、波形をコピーしてから処理を実行することを推奨します。 

 

 

 

（ウ）表示波形の微分を行う。  

 「演算処理」→「微分演算」を選択すると、微分演算画面が表示されます。演算処理を行うチャンネル
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と、平滑化微分時定数を選択し、実行をクリックします。平滑化微分時定数を大きな値にすると、比較的

緩やかな信号成分が残ります。 

 

 

 

（エ）表示波形の積分を行う。 

 「演算処理」→「積分演算」を選択すると、積分演算画面が表示されます。演算処理を行うチャンネル

と、積分タイプを選択します。積分タイプとして、移動積分・移動絶対値積分を選択した場合は、移動積

分定数を設定します。積分タイプ毎の処理内容は以下の通りです。 

l 積分：波形の開始（0sec）からの積分値が時系列で表示されます。 

l 絶対値積分：波形の開始（0sec）からの積分値が時系列で表示されます。マイナスの値が含まれる

場合は絶対値として積算されます。 

l 移動積分：移動積分定数として設定した時間分の積分値が時系列で表示されます。 

l 移動絶対値積分：移動積分定数として設定した時間分の積分値が時系列で表示されます。マイナス

の値が含まれる場合は絶対値として積算されます。 

なお、演算処理後は処理前に戻すことができませんので、後述の「（キ）表示波形をコピーしてから演

算処理を施す。」の通り、波形をコピーしてから処理を実行することを推奨します。 

 

 

（オ）表示波形全体をオフセットする、定数を足す・定数を引く（定数四則演算）。 

 指定チャンネルの表示波形をオフセットしたい場合、定数四則演算を行います。「演算処理」→「定数

平滑化微分時定数：2.500 SEC

平滑化微分時定数：1.900 SEC

平滑化微分時定数：0.900 SEC

平滑化微分時定数：0.100 SEC

積分

移動積分
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四則演算」を選択すると、四則演算画面が表示されます。 

 まず、指定チャンネルを設定します。「CH選択」をクリックすると、CH選択画面が表示されるので、

指定チャンネルを選択し、「決定」をクリックします。 

 次に、定数値を設定します。定数値のテキストボックスに直接入力するか、表示波形データから定数値

を取得する場合は＜定数値データ取得方法選択＞から選択します。 

l 1 データ：表示波形データの中の 1 データの値を使用するには、メニューバーの「サーチカーソル」

からサーチカーソルを表示し、使用したい値の位置にサーチカーソルを移動します。カーソルを移

動するには上部の↓をドラッグします。「波形から定数値取得」をクリックすると、定数値のテキス

トボックスに値が表示されます。 

l 2 データの平均値、区間平均値、区間最小値、区間最大値：表示波形データの２データもしくは区間

から算出される値を使用するには、メニューバーの「２本カーソル」を表示し、使用したい２データ

もしくは区間にカーソルを移動、「波形から定数値取得」をクリックします。定数値のテキストボッ

クスに値が表示されます。 

最後に、演算タイプを選択します。表示波形全体をプラス方向にオフセットするには「＋」、マイナス方

向にオフセットするには「—」を選択し、計算実行をクリックします。 

 

例えば、全区間の最小値をゼロとし、そこからの変化量を表示する場合は、２本カーソルを表示波形の左

端と右端におき、＜定数値データ取得方法選択＞から「区間最小値」を選択、「波形から定数値取得」を

クリックの後、演算タイプを「—」として、計算実行をクリックします。 

 

なお、演算処理後は処理前に戻すことができませんので、後述の「（キ）表示波形をコピーしてから演

算処理を施す。」の通り、波形をコピーしてから処理を実行することを推奨します。 
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（カ）表示波形全体に対し、定数を掛ける・定数で割る（定数四則演算）。 

指定チャンネルの表示波形全体に定数を掛けたり、定数で割る場合、定数四則演算の機能を用います。

「（オ）表示波形全体をオフセットする、定数を足す・定数を引く」と同様に、まず、「CH選択」をクリ

ックし指定チャンネルを選択、定数値のテキストボックス内に定数値を入力します。算出タイプ「×」

「÷」を選択して、計算実行をクリックします。＜定数値データ取得方法選択＞を用いて、表示波形デー

タから定数値を取得することもできます。 

 

 

 

（キ）表示波形をコピーしてから演算処理を施す。 

対象チャンネルのデータをコピーしてから演算処理を行うことで、生データを失わず演算処理の結果を

確認することができます。 例として、CH1 のグラフをコピーする方法をまとめます。 

 「オプション」→「チャンネルの削除・追加」をクリックします。 

 「新規作成」画面が表示されます。「新規作成」画面の「作成」欄について、空きチャンネルにチェッ

クを入れます。 

「作成」→「はい」をクリックすると新しいグラフエリアが作成されます。 



 67 

 

 新しく作成したグラフエリアに、グラフをコピーします。また、同時に表示波形の並び替えができま

す。 

「オプション」→「CH並び替え・CHコピー機能」を選択します。「チャンネル並び替え」画面が表示

されます。入力チャンネル（並び替え・コピー実行前）のチャンネル名を「並び替え CH」に入力します。

図の例では、並び替え CHの欄に、上から 1、１、２、３、４と入力していますので、以下の通り波形が

表示されます。 

コピー実施後のチャンネル名 表示波形 

CH1 CH1 （コピー実施前のチャンネル名） 

CH2 CH1 （     同上      ） 

CH3 CH2 （     同上      ） 

CH4 CH3 （     同上      ） 

CH5 CH4 （     同上      ） 

 

このように、CH1 のデータがコピーされ 2つ表示されますので、いずれかの表示波形に対し演算処理

を実行します。 
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■ 波形の編集機能 

【概要】 

表示波形を編集し、補正します。 

 

 

① サーチカーソルの左側波形削除 

表示波形全チャンネルについて、サーチカーソルの左側波形を削除します。 

② サーチカーソルの右側波形削除 

表示波形全チャンネルについて、サーチカーソルの右側波形を削除します。 

③ 2 本カーソル区間の波形削除 

表示波形全チャンネルについて、２本カーソル区間の波形を削除します。 

④ ２本カーソル区間の波形切り取り 

表示波形全チャンネルについて、２本カーソル区間の波形を切り取ります。 

⑤ ２本カーソル区間にゼロ値代入 

表示波形全チャンネルについて、２本カーソル区間にゼロ値を代入します。 

⑥ [発汗波形]負の数値にゼロ値代入 

表示波形全チャンネルについて、負の数値をゼロに変換します（発汗波形のみ有効）。 

⑦ 波形編集（スプライン補間） 

選択チャンネルの表示波形の指定部分をスプラインで補正します。 

①
②

③

④
⑤
⑥
⑦

⑧

⑨
⑩

解析編 11. 波形の編集機能 
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⑧ 曲線トレンド除去 

曲線トレンド（ベースラインの緩やかな変動）を除去します。複数の指定ポイントを曲線で結ぶライ

ンを指定基準レベルにするよう、補正を行います。 

⑨ 多点直線トレンド除去（２点間直線式） 

直線トレンド（ベースラインの緩やかな変動）を除去します。複数の指定ポイントを直線で結ぶライ

ンを指定基準レベルにするよう、補正を行います。 

⑩ 直線トレンド除去１（２点間直線式） 

直線トレンド（ベースラインの緩やかな変動）を除去します。2 点の指定ポイントを直線で結ぶライ

ンを指定基準レベルにするよう、補正を行います。 

 

（ア）表示波形の不要部分を削除する。 

 表示波形の不要部分を削除する方法には、以下の３種類があります。いずれも表示波形の全チャンネ

ルについて適応されます。 

l 表示波形の左側を削除する：メニューバーの「サーチカーソル」からサーチカーソルを表示し、削除

後の始点（0sec）とする位置にサーチカーソルを移動します。カーソルを移動するには上部の↓を

ドラッグします。「波形編集」→「サーチカーソルの左側波形削除」をクリックします。 

l 表示波形の右側を削除する：メニューバーの「サーチカーソル」からサーチカーソルを表示し、削除

後の終点とする位置にサーチカーソルを移動します。「波形編集」→「サーチカーソルの右側波形削

除」をクリックします。 

l 表示波形の指定区間を削除する：メニューバーの「２本カーソル」から２本カーソルを表示し、削除

したい区間にカーソルを移動します。「波形編集」→「２本カーソル区間の波形削除」をクリックし

ます。 

 なお、削除を実行してしまうと、元の戻すことができません。元に戻すためには、波形の保存をせずに

一度ソフトウェアを終了し、再度波形の表示を行なってください。 
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（イ）表示波形の必要部分のみ切り取って表示する。 

 表示波形の指定部分のみ切り取って表示するには、まず、メニューバーの「２本カーソル」から２本カ

ーソルを表示し、必要部分の区間にカーソルを移動します。「波形編集」→「２本カーソル区間の波形切

り取り」をクリックします。 

 この操作は、表示波形の全チャンネルについて適応されます。 

波形の切り取りを実行してしまうと、元の戻すことができません。元に戻すためには、波形の保存をせ

ずに一度ソフトウェアを終了し、再度波形の表示を行なってください。 

 

 

 

（ウ）表示波形の一部の値をゼロにする。 

表示波形の指定部分の値をゼロにするには、まず、メニューバーの「２本カーソル」から２本カーソル

を表示し、ゼロ値にする区間にカーソルを移動、その後、「波形編集」→「２本カーソル区間の波形切り

取り」をクリックします。 

この操作は、表示波形の全チャンネルについて適応されます。 

波形の切り取りを実行してしまうと、元の戻すことができません。元に戻すためには、波形の保存をせ

ずに一度ソフトウェアを終了し、再度波形の表示を行なってください。 
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（エ）表示波形の負の値をゼロにする。 

 「波形編集」→「[発汗波形]負の数値にゼロ値代入」をクリックすると、マイナスとなる値をゼロにす

ることができます。この機能は、「発汗座標」で表示中の全てのチャンネルに適応されます（「複数座標」

で表示中は無効）。 

 

  

 

（オ）表示波形から不要なアーチファクトを除去し、補正する。  

表示波形の指定部分を修正ポイントを結ぶスプライン曲線に置き換えることで、不要なアーチファク

トを除去します。 

 まず、「波形編集」→「波形編集（スプライン補間）」を選択します。チャンネル選択画面が表示される

ので、選択して「決定」をクリックします。補間編集モードになり対象チャンネルのみが表示されます。 

 

l 補正ポイントの作成 

右側の操作バーから「作成」をクリックし、補正したい部分の周辺を 5 点以上をクリックして補正ポ

イント（カーソル）を作成します（補正ポイントはカーソルと表示波形の交点です）。 
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l 補正ポイントの調整 

次に、操作バーから「移動」をクリックし、表示時間幅を変更して補正ポイントを確認します。“表示

波形を補正ポイントを通過する曲線に置き換える”ことを意識して、補正ポイントを移動します。補正ポ

イントの移動は、カーソル上部の↓をドラッグします。補正ポイントを追加するには、操作バーの「作成」

をクリックしてから表示波形をクリックし、削除する場合は、操作バーの「削除」をクリックしてからカ

ーソルをクリックします。スプライン補正のためには、5 点以上の補正ポイントが必要です。 

 

l 補正の実行 

補正ポイントの調整が完了したら、操作バーの「実行」をクリックします。補正が適切であれば、操作

バーの「中止」をクリックして補正を完了し、補正ポイントを調整して再度補正を行う場合は、操作バー

の「復元」をクリックして、元に戻します。 
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（カ）ドリフト（ベースライン変化）の補正や、トレンドの除去を行う。 

 収録波形にベースラインの変動を補正したり、大きなトレンド変化を除去し短時間の変化量のみを表示

する場合は、指定ポイントを結ぶ直線や曲線を基準点に一致させるよう波形の編集を行うことができま

す。 

この編集には、以下の 3つの方法があります。ツールバーの「波形編集」より、目的の項目を選択しま

す。 

l 曲線トレンド除去 

複数の指定ポイントを曲線で結ぶラインを指定基準レベルにするよう、補正を行います。 

l 多点直線トレンド除去（２点間直線式） 

複数の指定ポイントを直線で結ぶラインを指定基準レベルにするよう、補正を行います。 

l 直線トレンド除去（２点間直線式） 

2 点の指定ポイントを直線で結ぶラインを指定基準レベルにするよう、補正を行います。 

いずれの方法を選択した場合も、「***トレンド除去 CH選択」画面が表示されるので、編集するチャン

ネルを選択し、「決定」をクリックします。 

 

 まず、基準点を選択します。右側の操作バーから「基準」をクリックし、基準点を選択します。基準点

は、以下の 3種類があります。 

l ゼロ基準：指定ポイントを結ぶ直線や曲線をゼロとするように、指定ポイント間（始点—終点間）の

データを編集します。 

l 始点基準：指定ポイントの結ぶ直線や曲線を、始点ポイントの値と一致するようにデータを編集し

ます。 

l 終点基準：指定ポイントの結ぶ直線や曲線を、終点ポイントの値と一致するようにデータを編集し

ます。 

 

画面左の操作バーから「作成」をクリックします。直線トレンド除去（２点間直線式）の場合は、2 本の

カーソルが現れますので、上部の↓をドラッグし、始点と終点の位置に移動します。 

曲線トレンド除去、多点直線トレンド除去を選択した場合は、任意の位置をクリックして指定ポイント

を作成します。「移動」をクリックした後、カーソルの↓をドラッグして移動したり、「削除」をクリック

した後、カーソルの↓をクリックして指定ポイントを削除することもできます。 

その後、「実行」をクリックすると、編集が実行されます。元に戻す場合は「復元」をクリックし、指定

ポイントの選択をし直します。編集を完了するには「中止」をクリックします。 
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■ 周波数解析 

【概要】 

収録波形の周波数解析を行い、周波数グラフ（パワースペクトル）を表示する機能です。 

目的に応じて解析する区間や表示方法を選択することができます。 

 

 

 

① 周波数解析 

周波数解析を行います。「解析」→「周波数解析」をクリックすると、以下の周波数表示画面が表示

されます。 

 

①

⑤ ④ ③ ② ⑥

解析編 12. 周波数解析 
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② 周波数解析 

条件を設定して周波数解析を実行します。 

③ 周波数表示 

②で実行した周波数解析結果となる周波数グラフの設定を行います。 

④ オートスケール 

③で表示した周波数グラフの縦軸スケールを調整します。 

⑤ ファイル 

周波数グラフ画面を保存します。 

⑥ 戻る 

周波数解析を終了し、波形表示画面に戻ります。 

 

（ア）解析範囲を指定し、その全体を 1 区間として 1つの周波数グラフを作成する。 

表示波形について解析範囲を指定し、その範囲全体を 1 区間として 1 つの周波数グラフを作成します。 

次の手順の通り、操作します。 

l 「波形の表示画面」で周波数解析を行いたい波形を表示した状態で、メニュー「解析」→「周波数解

析」をクリックし、周波数表示画面を表示します。 

l 周波数表示画面の「周波数解析」をクリックし、周波数解析の設定画面を表示します。 

l 周波数解析の設定画面から、以下の設定を行います。 

 【解析CH選択】 

Ø 解析CH：解析するチャンネルを選択します。 

 【解析範囲】 

Ø 先頭時間：周波数解析を行う範囲の始点となる時間を設定します。 

Ø 最終時間：周波数解析を行う範囲の終点となる時間を設定します。 

【周波数解析条件設定】 

Ø 計算タイプ：FFT（高速フーリエ変換）、MEM（最大エントロピー法）より選択します。 

Ø オーバーラップ：解析ポイントに使用する波形データの一部を重複（オーバーラップ）してパワ

ースペクトル系だんに使用する割合を設定します。AUTO、0%、25%、50%、75%より選択

します。 

Ø 窓関数：FFT演算用の窓関数を設定します。窓関数は、RECTANGLE、HANNING、HAMMING

より選択します。 

Ø モデル次数：MEM 演算用モデル次数を設定します。モデル次数は 16〜256 の範囲で数値入

力設定します。 

Ø 解析ポイント：FFT またはMEMによる周波数解析の解析ポイント数を設定します。256 点、

512 点、1024 点より選択します。解析ポイントにより周波数分解能が変更されます。 

【解析範囲】 
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Ø 解析範囲全体を 1 区間として 1 つの周波数グラフを作成する場合は、「解析範囲」を選択しま

す。 

l 設置後、周波数算出時間幅設定の「解析範囲セット」をクリックし、区間幅と区間数を確認します。

例えば、区間幅 280.5秒、区間数 1 のとき、4 分 40.5秒の長さの 1 区間を解析します。 

l また、周波数解析基本条件を確認します。特に周波数分解能を確認し、必要に応じて、解析ポイント

数を変更します。 

l 設定が終わったら、「解析実行」をクリックし、周波数グラフを表示します。 

 

 

 

周波数表示画面

周波数解析の設定画面

周波数グラフ
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（イ）解析範囲を指定し、区間数・区間幅を指定して区間毎の周波数グラフを作成する。 

表示波形について解析範囲を指定し、解析範囲を複数の区間に分割して周波数解析を実行、区間毎の周

波数グラフを作成します。（ア）と同様に操作し、区間幅もしくは区間数を設定して解析を実行します。 

l 「波形の表示画面」で周波数解析を行いたい波形を表示した状態で、メニュー「解析」→「周波数解

析」をクリックし、周波数表示画面を表示します。 

l 周波数表示画面の「周波数解析」をクリックし、周波数解析の設定画面を表示します。 

l 周波数解析の設定画面から、以下の設定を行います。 

 【解析CH選択】 

Ø 解析CH：解析するチャンネルを選択します。 

 【解析範囲】 

Ø 先頭時間：周波数解析を行う範囲の始点となる時間を設定します。 

Ø 最終時間：周波数解析を行う範囲の終点となる時間を設定します。 

【周波数解析条件設定】 

Ø 計算タイプ：FFT（高速フーリエ変換）、MEM（最大エントロピー法）より選択します。 

Ø オーバーラップ：解析ポイントに使用する波形データの一部を重複（オーバーラップ）してパワ

ースペクトル系だんに使用する割合を設定します。AUTOもしくは 0%より選択します。 

Ø 窓関数：FFT演算用の窓関数を設定します。窓関数は、RECTANGLE、HANNING、HAMMING

より選択します。 

Ø モデル次数：MEM 演算用モデル次数を設定します。モデル次数は 16〜256 の範囲で数値入

力設定します。 

Ø 解析ポイント：FFT またはMEMによる周波数解析の解析ポイント数を設定します。256 点、

512 点、1024 点より選択します。解析ポイントにより周波数分解能が変更されます。 

【解析範囲選択】 

Ø 区間数を指定して区間毎の周波数グラフを作成するには、「解析範囲選択」のうち「区間数選択」

にチェックを入れ、区間数を選択します。区間数は、60 区間、80 区間、100 区間、120 区

間、140 区間、150 区間、160 区間、180 区間、200 区間より選択します。 

Ø 区間幅を選択して区間毎の周波数グラフを作成するには、「解析範囲選択」のうち「区間幅指定」

にチェックを入れ、「区間幅」に 1 区間の幅（秒数）を入力します。区間幅は「周波数解析基本

条件」の解析ポイント時間長の 10%以上を設定してください。区間数が 200以上になる場合

は、自動的に 200 区間で区間幅が計算されます。 

l 周波数解析基本条件を確認します。特に周波数分解能を確認し、必要に応じて、解析ポイント数を変

更します。 

l 設定が終わったら、「解析実行」をクリックし、周波数グラフを表示します。 

l （ア）と異なり、「区間番号（No）」に“区間番号／区間数”、「区間解析範囲」に区間の時間範囲が

記載され、「頁送」をクリックすると、次の区間の周波数グラフが表示されます。 
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（ウ）区間毎の周波数グラフを 1 画面に複数表示する。 

（イ）の操作で区間毎に作成した複数の周波数グラフを 1 画面に表示します。周波数解析画面の「周波

数表示」をクリックすると、「周波数グラフスケール設定」が表示されます。「表示タイプ」の「周波数グ

周波数表示画面

周波数解析の設定画面

周波数グラフ
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ラフ」にチェックを入れ、「表示グラフ数」を選択し「実行」をクリックすると、1 画面に複数のグラフ

を表示することができます。 

各グラフの左上に区間番号と区間の開始時間が表示され、表示グラフ数より区間数の方が多い場合は、

「頁送」で次の表示グラフが表示されます。 
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（エ）区間毎の周波数グラフを鳥瞰図として表示する。 

（イ）の操作で区間毎に作成した複数の周波数グラフを鳥瞰図として表示します。周波数解析画面の「周

波数表示」をクリックすると、「周波数グラフスケール設定」が表示されます。「表示タイプ」の「鳥瞰図」

にチェックを入れ、「鳥瞰図ライン数」を選択し「実行」をクリックすると、鳥瞰図を表示することがで

きます。 

鳥瞰図ライン数より区間数の方が多い場合は、「頁送」で鳥瞰図の表示範囲を移動することができます。 

 

 

 

 

（オ）周波数グラフの軸や色の設定を変更する。 

 周波数グラフの軸のや色の設定などは、「周波数グラフスケール設定」画面から変更することができま

す。軸の設定等を行いたい周波数グラフを表示した状態で、周波数解析画面の「周波数表示」をクリック

し、「周波数グラフスケール設定」を表示します。 

l 周波数グラフの色：「描写色」から変更します。 

l 軸の設定：「グラフスケール」から設定します。スケールは、最大周波数および最大パワー値に対す

る割合を選択してクリックします。また、スケールタイプやグリッドの有無についても設定が可能

です。 

l オートスケールの設定：周波数表示画面の「オートスケール」をクリックした際の動作を設定しま
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す。最大パワーを 100%として、グラフの縦軸スケール値を算出する比率を選択します。 

 

 

（カ）周波数グラフを画像として保存する。 

周波数グラフを画像として保存するには、「ファイル」から「画面保存」をクリックし、名前をつけて保

存します。 
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■ ファイル合成処理 

【概要】 

表示中の波形データに他のファイルの波形データを合成して一つの画面に表示、一つのファイルとして

保存します。 

 

 

① ファイル CH合成処理 

表示中の波形データに他のファイルの波形データを合成します。 

 

（ア）サンプリングレートが同じ別ファイルのチャンネルデータを合成する。 

「ファイル」→「ファイル CH 合成処理」をクリックすると、「ファイル合成処理」画面が表示されま

す。「合成ファイル読込」をクリックし、合成したいファイルを選択します。ファイルの読み込みに成功

すると「＜合成ファイル＞の合成 CH 選択」の欄に合成したいファイルにあるチャンネルが表示されま

す。必要なチャンネルのみ「合成 CH」のチェックを入れ、「CH 合成実行」をクリックして「終了」し

ます。 

なお、収録時間が異なるデータの場合、収録時間が短いデータの後半にゼロが追加されます。「波形編集

機能」を用いて不要部分を削除したり、「オプション機能」のチャンネル時間軸法制処理を使用して合成

①

解析編 13. ファイル合成処理 
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したチャンネルデータの時間軸を合わせます。また、合成処理が完了した後、テキスト保存すればExcel

等でも合成したデータを開くことができます。 

 

 

 

 

（イ）サンプリングレートが異なる別ファイルのチャンネルデータを合成する。 

「ファイル合成処理」画面から「合成ファイル読込」をクリックし、合成したいファイルを選択した際、

サンプリングレートが異なるファイルを選択すると、エラーとなります。その場合は、「その他の機能（オ

プション機能）」の「（エ）リサンプリング波形を作成する。」を行い、サンプリングレートを合わせたデ

ータを作成してから合成処理を行ってください。 
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■ その他の機能（オプション機能） 

【概要】 

チャンネルのコピーや削除、リサンプリング波形の作成、時間軸補正など、演算処理やファイル合成処理

と併用すると便利な処理を行うことができます。 

 

 

 

① チャンネルの削除・追加 

表示波形から不要なチャンネルデータを削除します。また、新しいグラフエリアを作成します。 

② CH並び替え・CHコピー機能 

表示チャンネルのデータを並び替えたり、コピーしたりします。 

③ チャンネル時間軸補正処理 

指定チャンネルのデータに対して時間軸を補正します。補正する時間を指定し、進ませたり、遅らせ

たりすることができます。 

④ リサンプリング波形作成 

サンプリングレートの変更を行います。 

 

 

①

②

④

③

解析編 14. その他の機能（オプション機能） 
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（ア）指定チャンネルの削除、新しいグラフエリアの作成をする。 

「オプション」→「チャンネルの削除・追加」をクリックすると、「新規作成＜CHの追加・削除による

新規ファイル作成＞」画面が表示されます。この画面で「作成」チェックボックスを確認すると、元々存

在するチャンネルについては既にチェックが入り、それ以外にはチェックが入っていません。 

チャンネルデータを削除する場合は、該当チャンネルの「作成」チェックボックスのチェックを外し、新

しいグラフエリアを作成する場合は、必要な数チェックを入れます。 

 「作成」をクリックすると、チェックを外したチャンネルデータが削除され、新しいグラフエリアが作

成されます。 
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（イ）指定チャンネルのデータを並び替える・コピーする。 

 グラフのコピーや表示順序の並び替えを行います。。 

「オプション」→「CH並び替え・CHコピー機能」を選択します。「チャンネル並び替え」画面が表示

されます。入力チャンネル（並び替え・コピー実行前）のチャンネル名を「並び替え CH」に入力します。 

 例えば、「並び替え CH」の上から“１、１”と入力すれば、元々一番上に表示されていたグラフ（1CH）

が、上から２つのグラフエリアに表示されます。このように、並び替えとコピーを同時に行うことができ

ます。 
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（ウ）指定チャンネルの時間軸を補正する。 

指定チャンネルのデータに対して時間軸を補正します。例えば、ファイル合成処理を行った際、追加さ

れた波形の時間軸にずれがある場合などに使用します。 

「オプション」→「チャンネル時間軸補正処理」をクリックすると、「時間軸補正処理」画面が表示され

ます。補正するチャンネルの「補正 CH」にチェックを入れ、「時間軸補正時間」に秒単位の補正時間を

入力します。「時間軸補正方向選択」から遅れ、もしくは進みにチェックを入れ、「時間軸補正実行」をク

リックします。対象チャンネルのグラフを右側に移動したい場合は「進み」、左側に移動したい場合は「遅

れ」となります。 
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（エ）リサンプリング波形を作成する。 

 リサンプリング波形の作成は、主に、サンプリングレートの異なるデータについて、ファイル合成処理

を行う際に使用します。「オプション」→「リサンプリング波形作成」をクリックすると、「リサンプリン

グ波形作成処理」画面が表示されます。「リサンプリング周波数」を選択し、「波形作成実行」をクリック

します。ファイル合成処理を行う場合は、リサンプリング波形作成後「ファイル」→「波形保存」からフ

ァイル保存後、合成処理を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 


